「現代社会と学校教育」

ディベートを通じて教育の課題を考える意義とその方法、

受講生のグルーピング（５/２）
授業担当者

１、諸連絡（10分）
　教務課より、紫漣会委員・院生教員連絡協議会委員

２、３名の教員の本授業へのアプローチ（10分〜15分すつ）

　本授業でつけて欲しい力
３、ディベートについて

(1)進め方の例（５分）　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　教員からの連絡　　　　５（分）

チェアマン挨拶諸注意　５

肯定側立論　　　　　　７

否定側立論　　　　　　７

作戦タイム　　　　　　４

否定側反対質問　　　　４

肯定側反対質問　　　　４

作戦タイム　　　　　　４

否定側回答　　　　　　４

肯定側回答　　　　　　４

作戦タイム　　　　　　５

否定側最終弁論　　　　５

肯定側最終弁論　　　　５

ジャッジ調整　　　　　７

判決＆ジャッジコメント５

担当教員のコメント　　10

(2)「プレゼンテーションのあり方」（15分）
(3)各コースで受講生を３つのグループに分ける。（肯定，否定，ジャッジ）　　（20分）→流れ解散
４、参考

・３回の流れ

　　講義→ディベートの準備→ディベート

・教室配当

　全体　　　　　　　　　：F16

　授業力高度化コース　　：B４

　生徒指導力高度化コース：B５

　学校経営力高度化コース：B６
